
令和２年度 和歌山市行政評価委員会 

 

 

会議名 和歌山市行政評価委員会による意見書の提出 

開催日時 令和２年１０月２７日（火）１４：２０～１５：００ 

開催場所 市役所本庁舎４階 市長室 

出

席 

委員 
足立委員、上野委員、浦田委員、岡田委員、奥委員、小山委員、中村委員 

（五十音順） 

事務局 
市長、市長公室参与、総務局長、企画部長 

行政経営課（課長、班長、担当） 

審議内容 

１ 会議次第 

（１）意見書提出（足立委員長から市長へ提出） 

（２）足立委員長総評 

  主な内容は以下のとおり 

・ 情勢の変化に合わせ事業部門の一部見直しも必要である。実施後数年

が経過し、果たしてその事業が有用な便益を市民に十分に提供をしてい

るのか、今一度費用対効果について検討を行い精査されたい。 

 

・ 前提となる目標数値とのギャップ値をベースに、事業効果が出ていな

いものについては、事業のやり方などについて見直しを行う必要があろ

う。上位計画との関係性や、外的環境の変化などに対し説明できるよう

に、常に数値に対する説明責任を果たせるように努められたい。 

 

  ・ 一つの施策に関しても部局ごとの情報交換・連携を行うことで切れ目

のない支援を行うことが可能となろう。すでに各部局共に連携はされて

いる部門もあるが、これまで以上にこの「連携」を考慮されたい。 

 

（３）委員感想（意見） 

  主な内容は以下のとおり 

   ・ 今後もＳＤＧｓや防災面など、関係各所と連携をとって進めていただ

きたい。 

   ・ 良い取組をされているのに、それが伝わっていない部分が多いので、

広報により力を入れて取り組んでいただきたい。 

・ 市民の要望は尽きないので、さらに上を目指して施策を進めていただ

くようお願いしたい。 

・ 費用対効果を考え、メリハリのある進め方をお願いしたい。 

 

（４）市長挨拶 

 


